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水
木
田
遺
跡
は
最
上
町
月
楯
に
あ
る
縄
文
中
期
の
県
内
で
は
最
大
級
の
集
落

跡
で
あ
る
。
調
査
は
昭
和
53
年
で
私
は
齢
23
の
若
輩
、
出
土
す
る
夥
し
い
縄
文

土
器
に
た
だ
た
だ
驚
愕
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
あ
れ
か
ら

既
に
40
年
近
い
歳
月
が
流
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
企
画
展
「
重
要
文
化
財 

水

木
田
遺
跡
展
」
は
何
と
も
感
慨
深
い
と
い
う
想
い
を
禁
じ
得
な
い
。

　

偶
然
に
も
私
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
が
縄
文
中
期
前
・
中
葉
期
に
お
け
る
土

器
編
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
器
に
触
れ
、
色
や
形
、
細
部
の
文

様
や
特
徴
に
ま
で
目
を
配
る
こ
と
の
で
き
た
一
連
の
作
業
は
得
難
い
体
験
と
な

り
、
自
ず
と
手
が
け
た
土
器
の
一
つ
一
つ
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
、
私
の
縄
文

土
器
観
を
形
づ
く
る
礎
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　

大
木
７
ｂ
式
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
に
も

た
ら
さ
れ
た
の
か
。
同
時
代
に
並
存
し
た
他
地
域
の
土
器
群
と
は
如
何
な
る
関

係
に
あ
っ
た
の
か
等
々
、解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
未
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

縄
文
土
器
に
投
影
さ
れ
た
縄
文
社
会
の
在
り
方
、
地
域
間
の
交
流
に
よ
る
情

報
の
共
有
や
取
捨
選
択
が
如
何
に
為
さ
れ
た
か
。
何
気
な
い
一
つ
の
縄
文
土
器

の
表
情
に
も
こ
う
し
た
当
時
の
社
会
背
景
や
人
々
の
観
念
が
映
し
出
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
藝
術
性
を
愛
で
る
縄
文
土
器
の
造
形
美
と

は
一
味
違
う
も
う
一
つ
の
縄
文
土
器
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
そ
の
謎
の
解
明
こ
そ
が
考
古
学
の
醍
醐
味
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

水
木
田
遺
跡
の
土
器
群
は
そ
の
造
形
の
す
ば
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

学
術
的
な
意
味
で
も
本
県
域
を
代
表
す
る
貴
重
な
縄
文
中
期
の
土
器
群
と
評
価

さ
れ
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
文
末
に
銘
記
し
て
寄
せ
る
言
葉
と
し
た
い
。

▲開催中の「重要文化財　水木田遺跡展」

      　
（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

                                          　

 

調
査
員　

阿
部
明
彦

 「
重
要
文
化
財　

水
木
田
遺
跡
展
」
に
寄
せ
て



▲ 「重要文化財水木田遺跡展」展示土器（一部）

第
二
十
三
回
企
画
展

「
重
要
文
化
財 

水
木
田
遺
跡
展
」

ご
好
評
に
つ
き
、
会
期
延
長
決
定
！

ご
好
評
に
つ
き
、
会
期
延
長
決
定
！　

　

山
形
県
最
上
郡
最
上
町
に

所
在
す
る
水
木
田
遺
跡
は
、

昭
和
53
年
の
発
掘
調
査
で
、

縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居

跡
や
土
坑
、
集
石
遺
構
な
ど

と
と
も
に
整
理
箱
で
約
千
箱

の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
内
、
縄
文
時
代
中
期
の

残
存
状
況
の
良
好
な
土
器
88

点
、
土
製
品
48
点
、
石
器
・

石
製
品
194
点
の
合
計
330
点

が
、
平
成
23
年
6
月
27
日
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
縄
文

土
器
47
点
、
土
偶
な
ど
の
土

製
品
35
点
、
石
器
・
石
製
品

80
点
の
合
計
162
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

土
器
は
胴
長
の
深
鉢
形
で

頸
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て

大
き
く
広
が
る
口
縁
部
に
、

4
単
位
の
扇
形
突
起
が
付
け

ら
れ
た
大
形
で
優
美
な
一
群

が
目
を
引
き
ま
す
。
ま
た
、

関
東
地
方
や
、
東
北
地
方
北

部
の
土
器
と
類
似
す
る
も
の

も
あ
り
、
隣
接
す
る
地
域
か

ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

土
製
品
に
は
山
形
県
西
ノ

前
遺
跡
出
土
品
と
類
似
す
る

「
出
尻
土
偶
」
が
多
数
含
ま

れ
、
石
器
・
石
製
品
は
、
石

鏃
・
石
匙
な
ど
の
剥
片
石

器
、
磨
石
・
凹
石
な
ど
の
礫

石
器
が
主
体
で
、
狩
猟
や
堅

果
類
の
加
工
な
ど
、
当
時
の

生
業
を
知
る
う
え
で
重
要
な

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
に
関
連
し
て
考
古

学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
し

た
。
山
形
県
内
の
縄
文
時
代

中
期
前
葉
か
ら
中
葉
の
遺
跡

と
出
土
品
の
概
要
、
ほ
ぼ
同

時
期
の
遺
跡
の
調
査
成
果
の

詳
細
、
当
該
期
の
生
産
用
具

と
し
て
の
石
器
に
つ
い
て
講

義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
企
画
展
記
念
講

演
会
で
は
水
木
田
遺
跡
、
そ

し
て
縄
文
中
期
社
会
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

来
館
者
も
多
く
、
好
評
で

あ
る
た
め
、
今
回
の
企
画
展

は
く
ん
蒸
で
休
館
と
な
る
12

月
13
日
か
ら
18
日
ま
で
を
除

き
、
12
月
27
日
（
日
）
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
ま
だ
、
ご
覧
に
な
っ

て
い
な
い
方
、
是
非
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

　

う
き
た
む
学
講
座
実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
毎
年
開
催
し
て

い
る
「
う
き
た
む
学
講
座
」。
10
回
目
を
迎
え
る
今
期
の
特
集

は
『
大
谷
地
と
そ
の
周
辺
の
自
然
と
歴
史
を
考
え
る
』
で
す
。

大
谷
地
の
「
む
か
し
」「
い
ま
」
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
」
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　【
第
１
回
】 「
縄
文
時
代
前
期
遺
跡
の
集
落
構
造
と
生
業
・
交
流
」

                  

平
成
27
年
11
月
28
日(

土) 

13
時
〜
17
時
20
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

29
日(

日) 

9
時
〜
15
時

【
第
２
回
】「
大
谷
地
の
成
因
と
周
辺
の
遺
跡
」

                     

平
成
28
年
1
月
17
日(

日) 

13
時
〜
16
時

【
第
３
回
】「
大
谷
地
周
辺
の
生
活
と
生
物
」

                     

平
成
28
年
2
月
28
日(

日) 

13
時
〜
16
時 

会
場
：  

考
古
資
料
館
（
第
１
回
見
学
会
・
第
２
回
・
第
３
回
）

            

南
陽
市
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
（
第
1
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

第
Ⅹ
期　

う
き
た
む
学
講
座

　

催
し
物
の
ご
案
内

　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う　
　
　

12
月
12
日

（土）

　

◇
古
代
風
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う　

                                                        

12
月
19
日

（土）

　

◇
第
23
回
企
画
展
（
期
間
延
長
）
10
月
１
日

（水）
〜
12
月
27
日

（日）

　

◇
考
古
資
料
検
討
会　

       　

     

2
月
7
日

（日）　



　

今
期
は
「
縄
文
時
代
中
期

前
葉
か
ら
中
葉
の
遺
跡
と
遺

物
」
と
題
し
、
３
回
に
わ
た

り
開
講
し
ま
し
た
。
当
館
館

長
に
よ
る
概
要
の
講
義
に
続

き
、
企
画
展
の
テ
ー
マ
で
あ

る
最
上
町
・
水
木
田
遺
跡
と

ほ
ぼ
同
時
期
の
遺
跡
を
県
内

４
地
域
か
ら
１
つ
ず
つ
取
り

上
げ
、
あ
わ
せ
て
同
時
期
の

石
器
に
つ
い
て
も
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
時
期
の
遺
跡
を
比
較
す

る
こ
と
で
、
企
画
展
へ
の
理

解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

以
下
に
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 目 次 
序　章　水木田遺跡とは　
第一章　土器
第二章　土偶・土製品
第三章　石器・石製品

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

現
在
開
催
中
の
、
第

二
十
三
回
企
画
展
「
重
要
文

化
財 

水
木
田
遺
跡
展
」
の

展
示
図
録
で
す
。

　
「
水
木
田
遺
跡
」
を
よ
り

深
く
知
っ
て
頂
く
た
め
、
水

木
田
遺
跡
の
概
要
、
県
内
の

同
時
期
の
遺
跡
の
紹
介
等
に

加
え
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
330
点
す
べ
て
の
写
真

を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
添
付

し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

絶
賛
頒
布
中
！

　

 

「
重
要
文
化
財　
　
　
　
　

　
　
　
　

水
木
田
遺
跡
展
」

重要文化財「山形県水木田
遺跡出土品」保存修理事業

平
成
27
年
10
月
11
日
／
10
月
25
日
／
11
月
8
日(

日)
第
十
七
期

　

縄
文
時
代
中

期
前
葉
か
ら
中

葉
の
拠
点
的
な

台
ノ
上
遺
跡　

台
ノ
上
遺
跡　

置
賜
地
域

置
賜
地
域　

 

菊
地 

政
信 

氏

　
（
日
本
考
古
学
協
会
員
）

東
や
北
陸
の
影
響
を
受
け
た

土
器
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

西
海
渕
遺
跡　

西
海
渕
遺
跡　

村
山
地
域

村
山
地
域　

 

菅
原
菅
原 

哲
文
哲
文 

氏

　
（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

集
落
で
、
131
棟
の
竪
穴
住
居

跡
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
大

型
住
居
跡
は
、
祭
祀
を
行
う

場
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
200
点
を
超
え

る
土
偶
や
、
祭
祀
に
関
連
す

る
石
製
品
な
ど
の
遺
物
も
多

数
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

縄
文
土
器
は
大
木
7
ａ
〜

8
ｂ
式
が
中
心
で
す
が
、
関

　

縄
文
時
代
中

期
中
葉
に
出
現

し
発
展
し
た
と

さ
れ
る
遺
跡
で
、
広
場
を
中

心
に
墓
域
・
土
坑
群
・
住
居

群
・
掘
立
柱
建
物
群
が
環
状

に
配
置
さ
れ
、
大
規
模
な
縄

文
ム
ラ
の
構
成
が
明
ら
か
に

な
っ
た
重
要
な
事
例
で
す
。

環
状
集
落
が
、
中
期
後
葉
に

大
規
模
集
落
跡
で
す
。
出
土

し
た
土
偶
48
点
が
国
宝
に
指

定
さ
れ
、
完
形
に
復
元
さ
れ

た
土
偶
は
高
さ
45
㎝
と
国
内

最
大
で
す
。
豊
か
な
精
神
性

を
支
え
る
背
景
に
、
豊
富
な

食
料
資
源
の
活
用
に
よ
る
生

活
基
盤
の
安
定
と
高
度
な
土

器
づ
く
り
の
技
術
の
存
在
が

見
て
取
れ
ま
す
。

か
け
て
衰
退
し
消
失
し
て
い

く
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
数
少
な
い
遺
跡
で
も
あ

り
ま
す
。

西
ノ
前
遺
跡　

西
ノ
前
遺
跡　

最
上
地
域

最
上
地
域　

 

黒
坂
黒
坂 

雅
人
雅
人 

氏

　
（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

縄
文
時
代
中

期
前
葉
か
ら
中

葉
の
拠
点
的
な

西
向
遺
跡　

西
向
遺
跡　

庄
内
地
域

庄
内
地
域　

 

須
賀
井

須
賀
井 

新
人
新
人 
氏

　
（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

４
時
期
の
変

遷
が
想
定
さ
れ

る
竪
穴
住
居
跡

群
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
土

器
は
縄
文
時
代
中
期
前
葉

の
も
の
で
、
大
木
式
は
24

％
に
す
ぎ
ず
、
北
陸
地
方
の

新
保
・
新
崎
式
に
比
定
さ
れ

る
も
の
が
約
73
％
を
占
め
ま

す
。
ま
た
、
北
東
北
地
方
の

円
筒
上
層
式
土
器
も
伴
出
し

て
お
り
、
中
期
初
頭
の
東
北

南
部
は
主
体
性
や
独
自
性
が

十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

山
形
県
の
縄
文
時
代
中
期
前

山
形
県
の
縄
文
時
代
中
期
前

葉
か
ら
中
葉
の
石
器

葉
か
ら
中
葉
の
石
器

 

秦 

昭
繁
昭
繁 

氏

　
（
考
古
学
研
究
家
）

　

石
箆
の
片
刃

主
体
か
ら
両
刃

へ
の
変
化
、
三

脚
石
器
の
出
土
、
石
皿
の
充

実
な
ど
が
特
徴
で
す
。
縄
文

時
代
中
期
を
支
え
た
と
考
え

ら
れ
る
打
製
石
斧
は
、
山
形

県
で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た

器
種
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
利
用
し
た
活
動
が
低
調

だ
っ
た
か
、
木
・
骨
な
ど
の

代
替
え
品
が
あ
っ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。



　
　

縄
文
時
代
草
創
期

　
　
　
　

●
高
畠
町　

日
向
洞
窟

我
が
館
の
展
示
品
（
34
）

尖
頭
器 

置賜遺跡めぐり（40）  

資
福
寺
跡　

資
福
寺
跡　

高
畠
町
糠
野
目　

●
中
近
世

高
畠
町
糠
野
目　

●
中
近
世

　

今
回
ご
紹
介
す
る
資

福
寺
跡
は
高
畠
町
西
部

に
位
置
す
る
糠
野
目
地

区
夏
刈
に
あ
り
ま
す
。

　

資
福
寺
は
弘
安
年
間

（
一
二
七
八
〜
八
八
）
に

屋
代
荘
地
頭
長
井
氏
三

代
時
秀
が
、
鎌
倉
建
長
寺
の
高
弟

紹
規
長
老
を
招
い
て
建
立
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
井
氏

は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
も
、
足
利
家

か
ら
厚
く
信
任
さ
れ
た
事
で
長
く

置
賜
の
地
を
支
配
し
、
そ
の
長
井

氏
の
帰
依
寺
と
し
て
資
福
寺
は
庇

護
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
問
の

中
心
と
し
て
、
関
東
十
刹
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
鉄

庵
道
生
や
無
涯
仁
浩
ら
の
名
僧
を

輩
出
し
、
境
内
も
約
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
四
方
の
規
模
を
誇
る
東
北
有

数
の
寺
院
で
し
た
。

　

長
井
氏
は
康
歴
二
年

（
一
三
八
〇
）
に
始
ま
る
伊
達
氏

の
置
賜
侵
攻
に
よ
り
、
至
徳
二
年

（
一
三
八
五
）、
八
代
道
広
の
代
で

滅
亡
し
ま
し
た
。
新
た
な
領
主
と

な
っ
た
伊
達
氏
は
、長
井
氏
同
様
、

資
福
寺
を
帰
依
寺
、
学
問
寺
と
し

て
手
厚
く
保
護
し
ま
し
た
。
元

亀
三
年
（
一
五
七
二
）、
伊
達
氏

十
六
代
輝
宗
は
、甲
斐
国
の
名
僧
・

虎
哉
宗
乙
を
資
福
寺
に
招
き
、
嫡

男
梵
天
丸
（
貞
山
政
宗
）
の
学
問

の
師
と
し
ま
し
た
。
政
宗
は
、
後

に
重
臣
と
な
る
片
倉
小
十
郎
や
伊

達
成
実
ら
と
と
も
に
幼
少
期
を
高

畠
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。
天
正

十
九
年
（
一
五
九
一
）、
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
奥
州
仕
置
き
に
よ
っ
て

伊
達
政
宗
は
会
津
郡
他
二
郡
を
没

収
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
の
再
仕

置
き
で
葛
西
大
崎
一
揆
の
責
任

を
問
わ
れ
岩
出
山
城
（
宮
城
県

大
崎
市
）
に
移
封
と
な
り
ま
し

た
。
政
宗
が
仙
台
に
本
拠
を
移

す
と
資
福
寺
も
仙
台
城
の
城
下

の
北
山
に
移
り
、
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
）
に
現
在
地
の
仙

台
市
青
葉
区
に
移
り
ま
し
た
。

　

資
福
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
鋳
造

の
資
福
寺
永
仁
の
鐘
は
、
政
宗

が
岩
出
山
移
封
の
際
に
亀
岡
文

殊
に
寄
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
太

平
洋
戦
争
後
改
鋳
さ
れ
幻
の
鐘

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
、
資
福
寺
跡
に
は
伊
達
輝
宗

と
殉
死
し
た
重
臣
遠
藤
基
信
の

墓
や
濠
、
土
塁
、
蓮
池
、
観
音

堂
な
ど
の
跡
地
や
板
碑
、
六
面

幢
な
ど
が
今
も
残
っ
て
お
り
、

当
時
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡
で

あ
る
日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
で

は
、
珪
質
頁
岩
製
の
打
製
石
器

が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
槍

先
形
尖
頭
器
も
そ
の
一
部
で
あ

り
、
当
館
の
常
設
展
示
室
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

尖
頭
器
は
主
と
し
て
槍
の
穂

先
に
付
け
ら
れ
て
刺
突
具
と
し

て
使
わ
れ
た
ほ
か
、
ナ
イ
フ
の

よ
う
な
切
截
具
と
し
て
も
使
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
向
洞
窟
遺
跡
西
地
区
は
、

最
上
川
の
西
に
あ
る
石
材
産

▲ 伊達輝宗の墓

く
ん
蒸
作
業
に
伴
う
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
13
日
（日）
か
ら
12
月
18
日
（金）
に
か
け
て
、
保
管
・
展

示
資
料
を
虫
害
・
カ
ビ
等
か
ら
守
る
た
め
の
「
く
ん
蒸
」

作
業
を
行
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
こ
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

地
か
ら
は
離
れ
て
い
ま
す
が
、

盛
ん
に
石
器
製
作
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
は
、

四
二
八
点
も
の
槍
先
形
尖
頭
器

と
そ
の
未
製
品
が
出
土
し
、
そ

の
製
作
段
階
で
生
じ
る
大
量
の

剥
片
も
出
土
し
ま
し
た
。


